
















1.本 誌 は、物 性物理の研 究 を共同で促進 す るため、研 究者 が その研
究意見 を 自由 に発表 し討 論 しあい、 また、研究 に関連 した情報 を速
や かに交換 しあ うこ とを目的 と して、毎 月1回 編集 ・刊行 されます。
掲 載内 容は、研究論文 、研究 会 ・国 際会 議 などの報告 、講義 ノー ト、
研 究 に関連 した諸問題 につ いての意見 、 プレプ リン ト案 内、ニ ュー
ス などです。
2.本 誌 に掲 載 され る論文 にっ いて は、原 則 と して審査 を行 ないませ
ん。但 し、編集者 が本誌 に掲 載す る ことを著 しく不適 当 と認め たも
の につ いては、改訂 を求 め、 また は掲載 を拒 絶す ることがあ ります。
3.本 誌 の掲 載論文 を他 の学術雑 誌 に引用 す ると きは、著者 の承 諾 を
得 た上 でprivatecommunicatbn扱いに して下 さい。
投稿規定
1.原 稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し、雑誌 のぺ―ジ数を節約 す るため
に極 力簡潔 にお書 き下 さい。
2.原 稿 は2部(オ リジナル原稿 及び コピー)提 出 して下 さい。
3.数 式 、記号 の書 き方 はProgress,Journalの投稿規定 に準 じ、
ミスプ リン トが生 じないよ うな処 置 を'とって下 さい。上 ツキ、下 ツ
キ、英字の大 、花文字、 ギ リシャ文字、oとaと0(ゼ ロ)、uとn
とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を
赤 で指 定 して下 さい。
4.数 式 は3行 にわた って大 きく書 いて下 さい。
5.1行 以内 にお さまらない可能性 の ある長 い数式等 は必ず改行 の際
の切 れ 目を赤で指定 して下 さい。
6.図 は その まま印刷 で きるものを原 稿 に添 えて下 さい。図 の縮 尺、
拡大 は致 しません。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 らない図、 そのま ま印
刷で きない図は原則 と して著者 に返送 し、書 き改 めて いただ きます。
図 、表の説 明は別紙 に書 き、本文 中 に挿入位 置 を赤で明示 して下 さ
い0
7.投 稿 後の原稿 の訂正 はで きるだ けさけるよ うにして下 さい。
8.別 刷 は原則 と して作 りません 。 ど うしても別刷 が入用 な場合 は、
投稿 の際 に所要部数 を50部 単位 で申込んで下 さい。別刷 代 は下記方
式 によ り、現金で納 入 して いただ きます。
(郵 券 による受付 はいた しませ ん)
p:物 研 出来上 り頁数
x:別 刷所 要部数
a:別 刷1頁 の代金3円
b:製 本代(別 刷1部 にっ き)30円
別刷代 一(ap十b)x+送 料
別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら、1ケ 月以 内 に納めて下 さい。そ
れ よ り遅れ た場合 には遅滞追徴金 を請求 され ることが あ ります か ら、
御注意 下 さい。
9.原 稿 締切 日は毎 月10日 で原則 とじて次 月発行誌 に掲載 されます。
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基 研 研 究 部 員 会 議 ・運 営 委 員 会 報 告
1882年1月21,22日 に研究部員会議 が,21,23日 に運営委員会 が開かれた。物性研究者 に
関係 のあることを中心 に,主 な事柄 について報告 したい。
1.次 期研究部員
物性百人委員 による投票結果 に基づ き,物 性 関係 の次期研究部員(任 期'82.4.1.-84.3.
31)が つ ぎのよ うに決 まった。
逢坂 豪(鳥 取大養),福 山秀 敏(物 性 研),三 輪 浩(信 州大養),吉 森昭夫(阪 大基工)
渡部三雄(広 大総科)。
なお,83年3月31日 まで任期 のある現研究部員 は下記 の通 り。
鈴 木増雄(東 大理),豊 沢 豊(物 性研),斯 波弘行(物 性研),合 田正毅(新 潟 大工),
中山正敏(九 大養)。
2.所 長改選
所長の改選 が行われ,現 所長牧二郎氏が再選 された。任期 は2年 。
3.外 国人客員部門の新設
昭和57年 度 予算案 で,基 研 に外 国人客員部 門が新 設 され ることが内定 した。分野 はparti-
clecosmologyと して,人 選 をすす めるこ とにな った。
4.昭 和57年 度外国人研究員
物性関係 で ローマ大学 のDiCastro教 授(統 計物理学)を 申請 した。今年8月 ～10月 の2
ケ月間来 日の予定 である。
5.所 員公募
氷上忍助手 の東 大教養学部への転 出が内定 している。その後任 を公募す ることが決 まった。
種 々の議論 があったが,結 局,「助教授 または助手1名,分 野:物 性論 ・統計物理学,任 期3～
6年 」 として公募 することになった。このポス トは,時 限付部 門 「統計物理学」が新設 された
際,振 りかえで助教授 のポス トに格上 げにな ってい るので,今 回の公募 では助教授 を採 ること
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ができる。基研 のス タッフに若 い人がいな くなるのはいろいろな点 で困 るので,助 教授 であっ
て も若い人 を採 るべきだろ う,と い う意見が強 く出 され た。〆切 は5月31日,詳 細 は 「物性
研究」1月 号,「 会誌」3月 号 を見て下 さい。
6。1983年 のKyotoSummerInstitute
蔵本 由紀氏(基 研)か ら 「ChaosandStatisticalMechanics」 が提案 され,承 認 され た。詳細
は資料参照。
7.昭 和57年 度研究計画
物性 関係では下記の3件 と物性若手夏 の学校へ の援助 が決 まった。()内 は世話人代表,詳
細は資料参照。
(1)ソ リトン系 のダイナ ミックス とそれに関す るカオスの問題(和 達三樹)
(2)非 線形緩和過程の統計物理(柴 田文明)
(3)カ オス とその周辺(蔵 本 由紀)
8.湯 川博士追悼行事
研究部員会議 としての追悼 シ ンポ ジウム を3月 下旬に行 うこ とにな った。
9.プ ログレスの編集体制
Editorで あった湯川博士が逝去 されたので,今 後 の編集体制 をど うすべ きか考 えなけれ ばな
らない。 このことにつ いて議論 があった。運営委員会 ののち,運 営委員 とプログ レスの
AdVisoryBoardと の懇談 も行 われ た。種 々の意見 が出 されたが,長 期的 には刊行会理事会 の規
約 を改正 して,編 集 ・刊行 の両面での責任 体制 を明確にすること,当 面 は現在 のassociateeditors
のメンバーをeditorialcommitteeと して編集 を続 けることとなった。
10.基 研研究員(湯 川奨学生)の 選 考
多数 の応募があったが,物 性 では大同寛明氏(基 研 ・継続)に 決 まった。
11.ア トム型研究員
物性 ではつ ぎの3氏 が決 まった。各1ケ 月a
田中稔次朗(鹿 児島県立短大),林 秀光(物 性研),高 野健一(北 大工)。




長期 研 究計 画
1ソ リトン系の ダイナ ミックスとそれに関す るカオスの問題
イ)研 究内容
複雑 な自然現象 のなかに,基 本的 な規則性 を見出 し,法 則 として体系化 することによって,混 沌 として
多様 な形で現出す る様相 の本質 を把握 す る方法 を確立 した近代物理学 の発展 は,非 線形性 が本質的 な難 問
題に対 して も,解 析的な厳密解 に基づ き系統的 な研究 を進 めることがで きる段階に まで到達 した。即 ち,
簡単な力学的モデルに対 する数値実験 によって,Fermi達 は非線形相互作用 が系 の乱雑化 を生 じない とい
う事実 を発見 したのは1955年 のこ とであったが以来,非 線形現象 にっいての研究 は,連 続 ・無限 自由度
の極限 としての波動現象 において確立 された ヒくソリトン"の 描像に関す る理解 と,一 方,こ れ とは逆 に,
自由度 の少 ない非線形力学系 における"カ オス"の 描像 にっいて の理解 を基軸 として,広 く豊か な発展
を遂 げた。
特に,ソ リトン系に関す る研究 では,我 が国においては,戸 田格子 の発 見,谷 内等による逓減摂動論 の
完成,広 田微分法 の確立 を中心 に,多 くの独創的研究 が遂行 され,諸 外国 の研究者 の注 目を惹 いて きた。
実在す る物理系 を,ソ リ トン系 として抽象化 し,そ のダイナ ミックスを究 明 しようとする とき,非 線形効
果の他の一面,即 ち,自 由度 が限定 されているに もかかわ らずカオスの状 態が帰結す るとい う,こ の側面
はどの ように関与 して くるのだろ うか?非 線形物理学 の主要 な課題 は,こ こにフォー カスされ るように
なった。
具体的に整理 してみ ると,問 題 は
1.物 性 におけるソリトン ・モー ド(非 線形励起 の役割,特 にその統計力学的 ふるまい)を 明 らかにす る
こと。
2.ひ も,渦 糸,渦,等 本質的 に非線形 な運動形態 を,ソ リトン系 のダイナ ミックスの理論の拡張 として
解明 し,ソ リトン系 の理論 の多次元的一般化 を果 すこと。
3・ ソリトン系 の量子論 の研究 によ り,従 来 か ら知 られているべ一テ仮説 の方法,転 送行列の方法な どを
含 む一般的な理論体系 を確立す ること。
4・ ソリトン系 をモヂュ レー トした時 のカオスの発生等 の主題 にっいて,当 面 の1年 及至3年 の間に,格
段 の研究の進展が予想 され る。今 や,こ れ らの主題 を綜合的に研究 し,ソ リトン系 のダイナ ミックスと
カオスの問題 を,基 礎物理学の法則体系 として完成 させ るべ き時期 が到来 してい るといえる。
諸外国,特 に米国,ソ 連 における研究 と,我 が国における研究の現状 を比較す るな らば,組 織的 な研





















現象それ自体 としては多くのものがある。現在関心を集めているものは,ス ピノーダル分解,核 生成,
結晶成長,さ らにはべナール ・セルなどの散逸構造の形成にからむ諸問題,古 くからの典型的な緩和現象
であるスピン緩和,レ ーザー発振にまつわる非線形性の問題,固 体中を転播する励起子,μ 一中間子の拡
散と緩和の機構等,極 めて多彩な局面を見せている。
以上のような現状を踏まえて,本 研究会では一っには現象の整理を行なう。そしてこのような多彩な現
象に共通する非線形現象を追求する。多くの現象の存在にもかかわらず,そ の根底には共通 した機構 と原
理 とが横たわっているであろう。このことの解明が本研究会のテーマである。
ロ)世 話人及び提案説明者
有光敏彦(筑 波大),北 原和夫(静 大 ・教養),柴 田文明(お 茶の水大 ・理),富 田博之(京 大・教養),
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統計力学の基礎であるエル ゴー ド問題 は,非 線形数学 の発展 に伴 い,近 年,新 しい局面 を迎えよ うとし
ている。熱平衡状態 とその近傍 の線形領域 に限 られていた従来 の理論か ら,非 線形 開放系 の統 計理論 の建
設 にむかいっつある現時点 で,統 計力学がこのエルゴー ド理論 の新たな展開 をみずから担 ってゆ くことが
急務 となっている。過去数年 にわた り,こ のような動 きの中で 璽喝カオスの統計力学"へ 多大 の関心 がむけ
られ,《 く分子的混沌"と は質的 に異 るミヒ巨視的揺動"と して のカオ スの描像が しだいに明 らかにされつっ あ
る。
更く分子的混沌"に おいては問 われることのなかった,電如何に してカオスが発生 す るか'と い う問いは,
く`巨視的揺動"に おいては避 けることの出来 ない重要 な課題の一つである。カオスに至 るい くつかのルー ト
(homoclinicheteroclinicorbit,2n-bifurcationcascade,intermittency)の発見は 分 岐理論 と
位相力学の発展にささえられて,着 実 に新理論 の完成 にせま りつっある。またstrangeattractorの
Hausdorff次 元 とい うカオスの自己相似性(self-similarity)の パラメター の発見は,カ オスをく精 造安
定相"と して計量的 に把 えるこ とを可能 とす るとともに,カ オスの内部秩序 を把 える為に有効 な視点 を提
供 してい る。一方,位 相的 ユン トロピーやLinkingindexの 概念は,カ オスの ミクロな構造 に立ち入 る
自己相似性概念 とは相補的 な立揚か ら,strangeattractorの トロポジー的大域構造 を抽出 しつつある。
さ らに,Bowen-Ruelleの エルゴー ド理論 によ り導 かれ る特異分布関数 の理論的研究 とならんで,カ オ ス
の 唄 常拡散現象"の 統計理論 の建設 も開始 され ている。
これ らのヵオスの数理的研究は量子系 カオスの研究 を も刺激 しつつあ る。量子力学 までも含 めた力学的
世界像 と確率的世界像 の和解 を押 し進 めつつあるカオス研究 の意義 は,統 計物理学 の今后の発展に とって
は言 うまで もな く,諸 科学全般 に とって測 り知れぬほ ど大 きいと言 える。
カオスの研究 は物理,化 学的 さらに生物学的対象に巾ひろく分布 しているにも拘 らず,そ の本質 はカオ
ズの物理学的解明 とそれか ら導 かれる新概念 の構築 にあ ることは論 をまたない。 とくに統計力学 の立揚 か
らすると,無 限自由系 カオ スの統計理論 の建設に特別 の注意がむけられなければな らない。流体力学的乱






4)カ オスの発生機構(流 体系,化 学反応系,光 学系,Ecosystem,な ど)
5)カ オスの内部構造
6)非 平衡状態の臨界現象(ス ピノダル分解,整 合不整合相転移 など)
7)異 常雑音(1/f雑 音 など)
ロ)提 案者
相沢洋二(京 大 ・理),池 田研介(京 大 ・理),北 原和夫(静 大 ・教養),蔵 本 由紀(京 大 ・基研)
大同寛明(京 大 ・基研),八 幡英雄(広 大 ・理),山 田知司(九 州工大 ・物理)(ア イウエオ順)
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(。 印 連絡責任者*印 提案説 明者)
ハ)10月 ない し11月 に3日 間の公募 による研究会 を行 う。
198ろ 年 京 都 サマ ー ・イ ン ステ ィチ ュー ト(KIS)企 画
ChaosandStatisticalMechanics
a)内 容
力学系(保 存系,非 保存系)が 示 す複雑 な運動様式 は一般 にカオスと呼ばれ るが,最 近10年 をふ り返
ってみ ると,こ の問題 が,以 前 には考 えられ なかったほど大 きな影響 を物理学 の各方面に及ぼ しつ つある
よ うに思 える。現状 は,1.カ オテ ィクなふ るまいを示 す体系 が次々 と実験的 に見出 され,又,理 論的に
もこの可能性 が種 々の系に対 して予測 されてい る。2.カ オス発生 の機構 に一種 の普遍則 が存在す ること
が明 らかにされ,こ れ をめ ぐる理論 と実験 が急速 に進歩 しつつ ある。3.プ ロ トタイプと見 なされ る数学
的モデルに対 して,カ オスの数学的構造 の研 究が進んでいる 等に要約 で きよ う。それぞれに対 して,わ
が国か らも重要な寄与が少 なからずな されている。今 回の企画 においては,財 政的 な制約,外 国人招待者
の研究分野上 の一定 の制約等 により,さ ほど広汎 なテーマをカバーす ることは期待 できない。 しか し,カ
オスの分野でわが国 の若 い優れた研究者が数 多 く生れつつある現在,こ のよ うな企画は時宜 を得た もの と
思 う。具体的 には第一線 で活躍 してい る内外 の研究者 によるReview的 な講義 を計画す るとともに,国
内の,特 に若い研究者の研究発表 の機会が充分に与え られ るよ うに配慮 したい。
b)実 施時期お よび 目数
8月 下旬又は9月 中旬 の4～5日 間
c)参 加者 の対象 と規模
実験家 を含む研究者一般,国 内 ・国外併せて80人 程度
d)招 待 したい研究者 ない し講師
SA.Orszag,J.P.Gollub,Y.Pomeau,G.Iooss,U.Frisch等,他若干名 の国内講獅
e)同 時期 に行われ る関連分野 の企画
IUTAMSymposiumonTurbulenceandChaoticPhenomenainFluidsが9月4日よ り10日
迄京都で開かれ る。内容的には本企画 と強い関連 をもつが,前 者がほぼ流体乱流に限 られ るのに対 して,
本企画ではも う少 し広 いカオティクな現象 を念頭 においてい る。
f)当 面下記 の者(提 案者)が 世話人 となる。
蔵本 由紀(基 研),冨 田博之(京 大教養),相 沢洋二(京 大理),八 幡英雄(広 大理),北 原和夫(静
大教養),大 同寛明(基 研)
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プ レ プ リ ン ト 案 内























































































































































フ。レ プ リン ト案 内
(839)Onthecalculationof.timecorrelationfunctioninmany.bodyproblems
























プ レ プ リ ン ト案 内
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編 集 後 記
湯川先生がお亡 りに な ってそ ろそ ろ半年 にな る。3月 末 には基研 としての追悼 シンポジ ウ
ムが予定 されている。
先生 が基研 を退官 されてか ら10年 以上 になる。 基研 としては精神 的中心 を失 った ことは大
きいが,ご 逝去 によ りフ ォーマルな問題は生 じない。 しか し,プ ログ レスについては,先 生 は
お亡 りになるまで刊行会 の理事長であ り,Editorで あった。これか らの編集体制 をどうす るか
が,い ま問題 になっている。
「物性研究」の編集 ・刊行 は,創 刊以来基研 が中心 にな り,近 くの研究者 の協力 をえて続 け
てきた。 「物性研 だ よ り」 のよ うな研究所 の刊行物 ではないが,基 研 の機関誌的 な性格がない
でもない,編 集 ・刊行 の事務は基研の中で行 ってい るし,刊 行 の責任者 には基研所員がな る習
慣 になっている。基研 の研究会 の報告はいつ も 「物性研究」 に掲載 されてい る。昨年か ら今年
にかけて,そ の基研 の所員に移動 が続 いてい る。昨年4月 の蔵本 さんの着任,9月 の米沢 さん
の転 出,そ の後任 として今年 の4月 には山田耕作 さんが着任予定であ り,そ の同 じ4月 に本 誌
の編集長 で もある氷上 さんの転 出が予定 され,そ の後任 の公募 も決 まった。湯川 先生 とい う大
黒柱 を失 ったプ ログ レス とは少々事情 が違 うが,「 物性研究」 の方 も実務 体制の変更が余儀 な
くされる。
プログ レスでは,湯 川先生 のご逝去 であとのこ とを考 える必要 が生 じ,規 約な どをひ っ くり
返 してみた ところ,Editorの 決め方 が決 まってい ない ことがわか り,あ わてている。じつ をい
うと,そ の点 「物性 研究」 も似た りよった りで,基 研所員 はその職 務 として 「物性研究」 の編
集 を行 うべ しとい うことが決 まっているわけで もない。毎月刊行が続 け られ るだけの投稿 があ
り,刊 行 の財政的な支 えになる読者がい るこ とを,「 物 性研究」 の存在価値の証明 として,そ
れな らば,と い うことで編集 ・刊行 を続 けてきた とい うのが実情だろ う。 しか し,編 集 ・刊行
のための規約 の有無 よ りは,そ の存在価値 の証明の方 がずっ とず っと大事 なことだ。それ があ
る限 りは,所 員が どう変わ って も 「物性研究」 は基研 で発行 され続 けることになると思 う。
氷上 さん,ご 苦労 さま。新 しい所員 の方々,よ ろ しく。(Y.N.)
一 一 一 駕一 一
VoL38Nα1(!982年4月 号)よ り1981年12月 号 でお知 らせ しました よ うに 本 誌裏 表紙













原 子 核 の 巨 視 的 模 型 で あ る と こ ろ の ボ ー ア ・モ ッ テ ル ソ ン 模 型 の 基 礎 と な っ て い る 考 え 方,す な
わ ち 核 の 球 形 ― 変 形 の 「相 転 移 」は,核 子 閤 相 関 の 立 場 か ら 見 れ ば,対 相 関 と四 重 極 相 関 と の 間 の 競
争 に よ っ て 支 配 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 相 関 に 特 有 な 集 団 的 素 励 起 子 は,そ れ ぞ れ 対 振
動 モ ー ド と 四 重 極 振 動 モ ー ドで あ る 。 原 子 核 が 有 限 量 子 多 体 系 で あ る こ と に よ り,こ れ ら の モ ー ド
は か な り 大 き な モ ー ド間 相 互 作 用 に よ る 非 調 和 効 果 を 伴 う も の と 考 え ら れ,実 験 デ ー タ も そ れ を 示
唆 し て い る 。
本 号 は,こ の 非 調 和 効 果 を 取 扱 う 微 視 的 理 論 の 歴 史 と 現 状 を 概 観 し,新 し い 理 論 を 提 唱 し,こ れ
を 広 い 領 域(A:一;:70～120)の 偶 々 核 お よ び 奇 核 に 適 用 し て 計 算 を 行 い,実 験 と 比 較 し た 成 果 を ま
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所.属 機 関 名
送 本 先
送 金 額.金 円
講 読規定
個 人講読
1.会 費:当 会の会 費 は前納制 をとって います。 したがって、3月 末 ま
で にな るべ く1年 間分会 費を御支払 い下 さい。
なお新規 講読 お申込 みの場合 は下記の会費以 外 に入会金 と し





(1年 分 ま とめて お支 払いが困難の向 きは1VQIume分 ずっ
で も結構で す)
2.支 払 いの際 の注 意:な るべ く振替 用紙 を御利用 の上 御納入下 さい。
(振 替貯 金 口座 京都5312)
なお通信 欄 に送金 内容 を必ず 明記 して下 さい。
雑誌購読 者以外 の代理 人 が購読料 を送金 される場合 、必ず購読者
本人の名前 を明記 して下 さい。
3.誌 代 の支 払遅滞 の場 合:当 会 の原則 として は、正 当 な理 由 な く2
Vols.以 上の誌代 を滞納 された場合 には、送 本 を停止 す ることになっ
て いますので御留意下 さい。
4.一 括送本 を受 け る場 合:個 入購読 中に大学 等で一括 配布 を受 け る
様 になった場 合 は、必ず 「個人購読 中止 、一 括配布希望 」の通知 を
して下 さい。逆の場合 も同様です。
5.送 本先 変更の場合:住 所 、勤務先 の変更等 送本先 が変 った場 合 は、
必ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい。
学校 、研 究所等機 関購読
1.会 費:学 校 ・研究所等 での購読及 び個 人で あっても公費払 いの と
きは機関会 員 とみ な し、代金 は、1冊730円 、1VoL4.380円 、年
間8.760円 です。 この場 合、入会金 は不 用です。学校 、研 究所の会
費の支払 いは後払 いで も結 構です。 しか し購読 申込 みを され る時 に
支 払い に必要 な請求 、見積 、納品書各何通 必要 なの かをお知 らせ下
さい。
なお、当 会の請求書 類で は支払 いがで きない様で した ら、貴校 、
貴研 究機 関 の請求書類 を送 付 して下 さい。
2.送 本 中止 の場 合の連絡:発 行途上 にあ るvolumeの 購読途 中中止
は認め られません。購読 中止 され る場合 には、1ケ 月前 ぐらいに中
止時期 を明記 して 「購読 中止届」 を送付 して下 さい。
雑 誌未着の場合.発 行 日よ り6ケ 月以 内に当会 まで ご連絡 下 さい。
昭和42年11月14日 第四種 郵便物認可
昭和57年3月20日 発行(毎月1回20口 発行)
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